
山歩 き (トレッキング､ハイキング)

集団で協力し励まし合いながら山歩きをして､頂上を目指し全員が登り切ったとき

その達成感は堪えられません｡また登る途中に聞く鳥のさえずり､足下の花や新緑 ･

紅葉の風景など心を癒す自然が少なくありません｡

■想 定 
1.人 数 . ′40人程度20-

※それ以上になると､先頭と最後尾で時間差が大きくなりすぎ一斉には登りにくいo

また休憩場所､トイレ､避難場所の確保が難しい｡ 
2.どのくらいの山か .標高 300-700m程度で､往復で約 2-3時間かかる山

0
(404m) (599m)奈川県で言えば日向山 ､東京都で言えば高尾山 などです｡

自然と接し､自然を理解するきっかけとします｡

※丹沢の主稜線 ( 00 m級)程は標高が高くない身近な山を想定しています｡神

■ねらい 
1.全員が萎れたときの達成感 ･連帯感を味わいますOク) /L-プで協力することの大

切さを味わいます｡ 

1,

2.
3.

汗を流し､山を登ることで､ 心身ともに健康 ･体力増進の一助とします｡ 

{準備するもの 
1.指導者の装備

□ 地図 □ コンパス □ ファース トエイ ド.キット (救急薬品等) (p 26.
参照) □ 水 口 トイレットペーパー jl トランシーバー指導者人数分 
(山中では携帯電話が通じない場合がある) 口 ゴミ袋予備 (45㍍) 

2.

□ 地図 D 行動食 (飴､菓子類) D ヘッドライ トまたは懐中電灯 

グループ装備 (集団登山の場合もクループ分けする)

3.個人装備

□ デイパック (リュックサック) '1□ 水筒 (∠y程度);L

口 着替え □ 帽子 □ 雨具 (レインコー トやポンチョがよい)

D 弁当

※服装は草木のとげなどによる擦過傷防止や虫除けのために長袖 ･長ズボン､靴は

登山靴または滑りにくい靴底の運動靴にするとよいでしょう｡

※夏など暑い時期にはスポーツドリンクなどのミネラル補給のできる水分を持参し

ましょう｡ 
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■手順､留意点 

1,コース選定

刀イ ドブックやTr-ムページ (｢ Ji 神奈川県のLL｣で検索)などで標高､コースタ

イム (所要時間)､交通アクセス､危険箇所の有無を調べます｡山頂で弁当を食べ

られるような場所があるかどうかも要素になります｡ 

2.下男

コースを選定した後に､1ケ月前から 1週間前のできるだけ実施日に近い日程で

下見を実施し､コースタイムの確認等をします (下見の詳細は 55ページを参照)

また､事故やけが人が出た場合の対処法や連絡先なども確認しておきます｡小雨で

も足下が滑りにくくなくて可能なコースかどうか登山道の様子をよく確言思しておく

とよいでしょう｡

歩きながらク)L-プで課題を解くようなプログラムにした場合､何度か下見をし,

て､自然やその地l或の文化 ･歴史などに関する課題を設定しておきます0
 

3.天候の確認

天気予報等で当Ejの天候を確認し､実施か中止 (延期)の判断をします｡中止 
(延期)の場合の判断時期と遵紹方法の確認はあらかじめしておくとよいでしょう｡ 

4.実施当日

ア	 登LLJ準備

グ)L-プ分けをします｡装備の確認をし､上土史に必ず行ってもらいます｡読,

た体調の悪い人の有無を確認します｡


イ	 歩き万の注意

基本的にクループ単位で歩くようにします｡体力のない人lま､先頭を歩くよう

に指示します｡他の人は､その人に合わせるように言います｡少し間隔をあけ､

落石のないように注意します｡登りよりも下りの万が疲れていたり､気がゆるむ

ので滑らないように注意します｡また絶対に走らないように注意します｡

全体で休憩しますが､喜任か具合が悪いときには､速やかに指導者に知らせるよ

うに指示します｡ゴミは持ち帰るようにすることを伝えます｡ 
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ウ 出発

指導者を先頭と最後尾にして出発します｡出発後､1 5分程度の登りで 5分程度の

最初の休憩をとりますoその後は 30分に一度の割合で休憩をとりますC休憩時に

は全員がついてきているか確認をします.途中､1 0分程度の大きな休憩をとり具

合の悪い参加者がいないかを確認します｡

山頂に毒いたら､クループごとに人数を確認し､健康チェックをさせ､出発時間

を連絡します.山頂では､3 0分程度で､クループごとに弁当を食べます｡出発 5分

前に連絡し､トイレ (山頂にトイレあり)､ゴミ処理､忘れ物などの確認をします｡
コースタイムが 2時間以下であれば下山時は 1回の休憩を入れます｡疲れ具合を

見て必要に応じて小休止を入れます｡

全員下山したところで､クループごとに人数の確認をし､健康チェックをします｡

■安全管理
あらかじめ予測される危険をできるだけ排除することで安全を確保しますo危険B ]選

のポイントは以下です｡

く雷のとき) 
1.下男の重要性

あらかじめ危険を回避するために必ず下見を実

施します｡55ページの表のポイントをしっかり把

握します｡
 

2.自然災害･

･天気予報での確認を怠らず､台風の場合等の中止

の判断は早めにします｡


･遠くで落雷の音が聞こえ始めた場合､無理せず下

山の選択を考えます｡


･行動中ににわか雨､降雪､竜等の天候の急な変化

があったときには､早めに判断をして安全なとこ

ろに避難します｡
 

3.生物事故 憩
下見でハチの巣等がないかをチェックしておき 高い木の下に入る
 

ますOスズメバチ ･マムシの画像を見せながらス

ズメバチ等のハチ類､マムシ等について出発前に

回避方法を伝えます｡またやマビルがいる地域で

は対処法を伝えます｡ ( 66-67ページ参照) 

○


4.人的災害

･5-6人クループに一人のスタッフ､それと別に指

導者 2人以上の体制にすることが望ましいでしょ こ三 _ミ: -:

う｡ 金属をはずし伏せる


･指導者 ･スタッフ ･ボランティア間のコミュニ

ケーションを密にし､計画について共通理解を園

ります.一人の指導者の判断のみに頼らないよう

にします｡
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ウオークラリー

ウォークラリー (WR)とは､下図のようなコマ地図 (クループに1校のみとしま

す)をもとにルートを辿り､コースに設定された岩栗題も解決しながら 4-6kmを歩

くプログラムです｡ク) L-プごとにみんなでウイウイ相談しながら進み､チ=ツクポ/

イント (CP)の課題を達成しつつ､目安の時間通りに戻ってきます｡細かい地図読

みの技術も必要ありませんので､子どもから大人まで幅広く楽しむことができます｡

なお WRのコースが設置されている施設もありますが､身近な地域でコースを設定し

て実施することも可能です｡

■プログラムのねらい
･クループでコースや課題解決の相談をすることによ

って仲間つくり､相互理解､協力､判断力､思いや

りの気持ち等が蓋われます｡

･コース内の自然や歴史を発見したり､気ついたりす

ることによって地土或理解につながります｡

■手順､留意点 
1.クル-プ編成 1ク) /L-プ 5名程度が好ましい0

年齢 ･性別等バラバラになった万がよいでしょう｡ 

2.プログラム ･ルールの説明 (以下のような説明をするとよいでしょう)

コマ地図を見ながら､コースを回ります｡ 
(タイムを競うものではない｡規定時間通りにゴールするかどうか)

規定時間について (規定時間を発表する方法､発表しない方法がある)

･ゆっくり回って設問を解いてこられる時間｡走らなくてよいO

･規定時間 ±1分につき､1点減点｡ (これは 1例です)

コース途中の CPで出された課題を解きます｡

時間点 (50)+課題点 (50)=100点としますので､

各グループで協力して頑張って下さい｡ ( 100点満点だとわかりやすい) 
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CPについて

･そのコマ地図のあたりをみんなで協力してよく観察すればできます｡

注意点

く活動について>

･クループみんなで行動しましょう｡単独行動はタメ｡
 
(全員揃ってスタート､移動､コールすること)


･グループみんなで協力すること｡ 
(例えば地図を誰か一人に任せっぱなしにするなどはタメ)


く安全について >

･交通事故には十分注意｡

･迷ったら､確実な場所まで戻る勇気が必要O

･緊急事態E3:､本部に達絶｡解答用紙に電話番号が記載されているo

･トイレの場所の確認｡ 

3.コマ地図の説明 

1 1●は現在地を示す 2 ｣冒3＼F 4＼---jP
まっすぐ進んで､ 横断歩道を渡って ≡差路を左側に進 橋を才つたって右折

いくつかのコマ地図の例をあげて説明するとよいでしょう 

4,スター ト :5分程度の間隔で､各グループをスタートさせる｡

なおグループが多い時E3:､逆Dj]りのコースを用意しておく.

ス タ ー ト8古間 A (石 [萱】り :コー ス ) B (Z≡匝】仁⊃コ ー ス ) 
1○●○○ 1班 2王i)1 
1○ ○5 3 Ilii 4王LJ王 
1○ 1○ 5王リ王 6 IJii 
1(⊃15 7王リ王 8王LJ王 

5.結果発表 .全クループが戻ってきたら､採点をし､全グループを集めて結果発

表､喜栗題の解説､ふりかえりをする｡

■プログラム実施で使うもの
<主催善用 > <参加着用 >

ロ 記録用紙 ロ コマ地図

D 救急用品 □CP課題解答用紙

D 緊急用華車両 □ 筆記用具

※コマ地図､CP課題解答用紙は資料を参考にして下さいo(.6 3p3 - 7) 
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}安全管理
･必ずグループ全員で行動し､交通ルールを守ることを徹底させます｡交通量が多

いところや迷いやすい危険箇所にはスタッフを配置するのも方法です｡また迷い

やすい箇所には案内板を出すという方法もあります｡

･必ずしも出発したクループ順にコールするわけではないので (追い抜いたり､追

い越されたりする場合もあります)各グループの状況を把握できるようにします｡

･このために､コース場の何ヶ所かにスタッフを配置する､あるいは各クル ープに 
1人ずつスタッフを同行させる方法もあるでしょう｡

･事故などの事態が発生した場合には､必ず本部に達紹させるようにします｡また

不測の事態に備えて緊急用の車があるとよいでしょう｡

･スタッフ全員がコースを理解しておきましょう (スタッフ用にコース地図を作っ

ておくのも方法です)0 

■WRコース ､コマ地 図 を作 ってみ よ う 
W Rは身近な地域でも実施できるプログラムです｡身近な地土或でコースを設定す

れば､Sまで気つかなかった発見や地Ⅰ或埋矧こもつながりますので､オリジナ) /Lコ
ースを作って実施されることをオススメします｡ 

1.コースの選定

ア	 まずは地図上で仮コースをイメージしますO危険箇所や CPもイメージする

とよいでしょう｡所要時間を 2′ -6 -3時間とすると､コースの距離は大体 4.
km位でよいでしょう｡ ｢大通りよりも手前｣､ ｢川より手前｣というようにエ

リア内でコースを作ると子ともたらが迷う心配が少なくなります｡

イ コースを実際に歩いてみましょう｡ポイントは以下の通りです｡

★所要時間や安全確認をするためにも複数名で歩きましょう｡

★トイレ､休憩場所､雨が降ってきた時の避難場所なども確言忍しましょう｡ 
★CPの喜栗題を検討しましょう｡自然や歴史などいろいろなテーマで考えてみ

るとよいでしょう｡地上或の万の協力が得られると､面白い言葉題ができること

もあります｡

り 下見をもとにコースを決定します｡ 

2.コマ地園の作成

ア 作成にあたって (31ページ■手順､留意点の 3.コマ地図の説明を参照して

ください)

★コマ地図の●が現在地を示し､ → が進行方向を示します｡

★横断歩道を漂ってから左折など安全対策上の配慮もします｡
★わかりやすくするため右図のように､

道路の表示の仕方を分類したり､地

図記号を使ってもよいでしょう｡


車の通行できる遵
車が通行できない遵

イ 地図を参照しながら､コマ地図を作成します｡道路を見落としたりするとコ

ースから外れてしまいますので､注意しましょう｡わかりやすくするために地

図記号を使うのもーつの方法ですし､必要があれば､オリジナルの地図記号を

作ってもよいでしょう｡矧こわかりにくい交差点等は注意を払う必要がありま

す｡ 
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ウ 完成 した ら､ コマ地図 をもとにも う一度歩 き､修正 を加 えて コマ地因の完成

ですO逆回 りの コマ地図も作 っておくと参加者が多か った時に活用できますO

三 三 二 

3.CPの課題について

特にこれというものはありませんが､その場に行き､観察したり考えることに

よってできるものにします｡もちろん選択肢の中から選ばせる課題でもよいです｡
よい課題ができれば､それだけでプログラムがより面白いものとなります｡

ア 周辺を調べることによってできる課題

例 (標識や案内板があれば)-ここから○○山までの距離は?
 

(史跡等があれば)-このお寺が建てられたのは何年前 ?


イ 自然観察的な課題

例 :この花の花びらは何校ですか?

この花に名前をつけましょう｡

この川はどんな音を立てて流れていますか?

ここで一番大きい落ち葉を拾ってきて下さい｡

ウ 考えさせる問題

例 :ここの桐は何のためにあるのでしょうか ?

どうしてこのお茶畑に扇風機があるのですか ?

この建物の高さは何mですか?


工 創作的な課題

例 :この河原で俳句を1旬作りましょう｡


オ その他 : i飛べるかといったク)/クイズ的な課題､クループで長縄飛びが何E] L-

プ全員が協力しなければならない課題など

このようにいろいろな切り口でCPの課題はそのコースや地Ⅰ或にあったものを設

定することができます｡CPの場所で､子どもたらだけで課題を解かせるのもよい

ですし､CPの場所にスタッフを配置しておいてスタッフから課せられた課題を解

かせるというやり方もあると思います｡いずれにせよ､よい課題が設定できればそ

れだけでWR自体カキより盛り上がるプログラムとなります｡
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Lラリー系プログラムのバリエーション 
1.フォトラリー 

WRはコマ地図をもとにコースを進みますが､コマ地園の代わりに写真で示さ

れた風景を辿ってコースを進んでいくプログラムがフォトラリーです｡もちろん

CPの課題も用意しておきますO進行の仕方等はVVRと同じです｡

フォトラリーも下見の際にカメラでコースの写真を撮っていけば身近な地域で

プログラムを実施することができます｡ただし身近な地土或でコースを設定する場

合には､道なりの順序を示した写真だけでなくピンポイントな写真も混ぜるとよ

いかもしれません (子どもたらが歩かなくてもコースがわかってしまうため !)0

あとはWRと同じようにCPの課題をいかに充実させるかがポイントとなります｡ 
2.写真オリエンテーリング

地図 (コマ地図ではありません)に示されたポイントに行き､写真集からその

ポイントで撮った写真を選ばせるというプログラムです｡地図 ･写真集 ･解答用

紙を各クル-プ 1郡ずつ配布します｡CPlありません｡スタート前､クループa

ごとにポイントをどの順番で回るかについて作戦タイムを取った後､各グループ

一斉にスタートします｡肌/R､フォトラリーと違って､場合によっては時間制限

でプログラムを実施することも可能です (この場合､全部のポイントは回ること

ができないことも考えられます)｡

<地図の例>

くノレ-ノレ〉 

①	 地図の中の番号の場所に行き､その場所でとった写真を写真集の中から選んで､解答

用紙に写真の記号を書き入れます. 

②	 地図の番号通りに回らなくてもよいですoどの順番で歩くかはグループごとに決めてくだ

さいo 

■■

＼ --＼ ＼一 二	 十 
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<写真集の例 > 

P.'←ヽ _lI●,1 ■ ▲ .---ヨー 一ーF-- lt --II,Jr IlL . 

I 

r .㌢ t ｢5 i 6 _蝕 I 7ノI ＼こ1 ● ■: 8 ｢ 

1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 

ll 12 13 14 15

ー6 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 l 

なまえ な ま え

･3賢え な ま え

なまえ 苛 凍 え

な3=え な J1え

甘3=え な ま え 1闇 4点LJa 点
写真オリ=ンテーリングも地図上でポイントを決め､各ポイントの写真を撮って

おけば､身近な地域で実施することができますoピンポイントな写真があればある

ほどプログラムが面白くなります｡また､デジタルカメラやケータイを活用すれば､

各グループが各ポイントで写真を撮って､その写真を披露するなんていうプログラ
ムもできると思います｡ 
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■参考資料

ウオークラリーコマ地図 (例) 緊急連絡先〇〇〇〇一〇〇一〇〇〇〇 

1lスタートT 2二 . 3% 1 ｢ 4辛5M 
6㍗∴ 辛千∵
8 9 1○

チ節桁-辛1iH6)5lIll'll -_ lll 

16 17 18 19 20 

守二一千二∴ . ド 卍 卍

21 22 23 24 コール

千 ゝ_ _｢ ｢_ 辛
く地園記号 >- 川 × 交番 文 字板 二 戸 … 

:二 二 . . B e] 病院 ら左に曲がる. , E 遍路を渡つてか:: 
: 工 断歩道 t 寺ⅡⅠ 横

橋

F
ll

j
1-ー5:チェックホイン ト : 
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チIツワポイン ト課題 節筈用紙 (例) 

○53○l9t区と△△地区のさか ② ③ @

い白はどこでしょう? ここにある公画の名節はな Y 芳望宍畠㌫孟託んでしょう? JAの直売所で売っているくだものをすべてこたえて

アイウ_適のよこの木交水溝のブタ謁ぎI...遣矧こある排≡差請点をす弾 でしょう? くださいo 

⑤ ㊨ ⑦ ;

件あったでしょうか ? ヘてこたえてください. と､桜の木は伺本あるでしょうか ? 
] よう?昨E3の交通8i故IJ全部で伺e 宗主長竿の飲み物はをんし孟禁 今E)のおさしみの書重出をす 偶をわたってからすすむ

● ⑩ ⑪ @

児蓋館には水道の蛇口が全 このあたりの田んぼで-畜 ここの階段は伺E'あるで この先にある山門 (さんもRL
郡でいくつあるでしょう おおく作られているお米ra しようか ? ん)はいつ建てられたもの

か? なんでしょう?アササニシキイコ シつひとめぼれ工...キヌヒヒカカリリ でしょう?アイ 11116tttt皐己己 6ttttP 期期期I..875 莱 79 紀g紀紀g紀前前前前朋ウ g_ g_ gg ～紀～～紀～11118y

スをiんて Fさい.
⑱このビニルハウスで戴L′ ~ -さ ⑭ 盲 ま＼ ＼ a ~ - 15､ -∴にある白いまー -iみんなて▲t9団'=t見てコ-

u
2つある石碑のうら､左か ･この道の看} -刀一 一 

れえててくださいDしるものをす て｣だ わの石碑の同さ(伺メルでしょうか ? ト (i也面にささつている)堤ドレ ルのたてlつ TL⊇冒し!を手 さい.全部で何本ありますか? iZ 芸して FT 利まみんなで召力して 

且-lr .Iてr= 言う :'.交連貞全につとS. つrら本部に達を== ほ しラlか5)さい tLりo一T

リ11

■
出発時間 時

なまえ なまえ 別宅時間 時

なまえ なまえ 所要時間 時間

なまえ なまえ 基準タイム 時間

7Tsまえ なまえ タイムき +/-

在まえ なまえ (タイム差 1分につき ±1点とします)

タイムの点致 課呈亘の点数 合計 

_菖:I

分

分

分

分 

分
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